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生涯にわたり安心して住み続けられるまちに

☎

☎

07 062026.8



0809 2026.8

■

■

●
　介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護医療院や
ショートステイを利用する際の食費と居住費（滞在費）を
軽減する制度です。

市町村民税非課税世帯（別世帯に配偶者がいる
場合は、配偶者も非課税）で、 の条件のいずれか一
つを満たす人
●
　社会福祉法人などで提供している通所介護、訪問介護、
短期入所生活介護、認知症対応型通所介護、地域密着型介
護老人福祉施設入所者生活介護、介護福祉施設などを利
用する際の食費や居住費（滞在費）などの自己負担額の４
分の１を軽減する制度です。

の条件を全て満たす人
●
　「介護保険負担限度額認定」、「社会福祉法人等利用者負
担軽減制度」は申請が必要です。また、７月31日までの認
定証を持っている場合は更新手続きが必要です。
　マイナポータル（ぴったりサービス）での電子申請も利
用できます。

各総合支所市民課、福祉事務所長寿介護課
※詳細は、市公式ホームページを確認するか、問い合わせ
ください

福祉事務所長寿介護課（介護給付係）
☎ 0220（58）5551

　

ご
み
の
処
理
状
況
や
分
別
方
法

を
広
く
周
知
す
る
た
め
、ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見
学
会
と
ご

み
分
別
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

登
米
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー

９
月
８
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

先
着
20
人（
要
申
し

　

地
震
に
備
え
る
た
め
、市
は
木

造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
に
対
し
て

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。令
和
９
年
度
の
耐
震
改
修
工

事
助
成
事
業
に
つ
い
て
、申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

市
の
耐
震
診
断
助
成
事

業
を
実
施
済
み
で
、令
和
９
年
度

中
に
耐
震
改
修
工
事
を
希
望
す
る

人

仮
申
込
書
、施
工
予

定
業
者
な
ど
が
作
成
し
た
工
事
見

積
書（
耐
震
診
断
時
の
概
算
見
積

を
除
く
）

【

８
月
３
日（
月
）〜 

11
月
30
日（
月
）

※
助
成
金
額
や
提
出
書
類
の
詳
細

等
に
つ
い
て
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

建
設

部
建
築
営
繕
課（
営
繕
二
係
）
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　国民健康保険税は、税率から算出した医療保険分（医
療費の支払いに充てるもの）と後期高齢者支援金分（後
期高齢者医療制度の費用に充てるもの）、介護保険分
（介護保険制度の費用に充てるもの）、子ども・子育て支
援納付金分（子ども・子育て支援の給付拡充に充てるも
の）の合計額です。国の法令の改正に伴い、令和８年度
の国民健康保険税を次の 、 のとおり改正
しました。

▶国民健康保険税等の課税に関すること
総務部税務課（国民健康保険税係） ☎ 0220（22）2163
▶国民健康保険制度に関すること
市民生活部国保年金課（保険給付係） ☎ 0220（58）2166
▶後期高齢者医療制度に関すること
宮城県後期高齢者医療広域連合 ☎ 022（266）1021

■

■

　後期高齢者医療保険料の計算方法は、県内一律で２
年ごとに（子ども・子育て支援金分は毎年）見直されま
す。令和８年度は、次の 、 のとおり改正さ
れました。なお、令和８年度からは、子ども・子育て支援
金分（子ども・子育て支援の給付拡充に充てるもの）が
新たに加わり、医療保険分と合わせて納めていただく
ことになります。

■

■

　国は、都道府県内の国民健康保険税水準の統一を
推進しています。宮城県は、被保険者間の公平性の観
点から、県内で同じ所得水準、同じ世帯構成であれ
ば、どの市町村であっても同じ保険税とする「完全統
一」について、令和12年度までを目標に、遅くても令
和15年度までに実施することとしています（第３期
宮城県国民健康保険運営方針）。
　現行の本市の保険税率は、県が示す標準保険税率
を下回っているため、段階的に税率を調整していく
予定です。詳細は、決定次第お知らせします。
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８
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７
月
22
日（
水
）〜
８

月
24
日（
月
）

登
米
市
景
観
計

画（
案
）、登
米
市
景
観
計
画（
案
）

概
要
版

建
設
部
住
宅
都
市
整

備
課（
中
田
庁
舎
１
階
）、各
総
合

支
所
、各
公
民
館
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
登
米
市
景
観
計
画

（
案
）に
対
す
る
意
見
」と
明
記
し
、

郵
送
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い（
様
式
は
自
由
）

※
住
所
、氏
名（
団
体
な
ど
の
場
合

は
、所
在
地
、名
称
、代
表
者
名
）、

電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
、電
話
で
の
受
け
付
け

は
で
き
ま
せ
ん

「
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ

き
適
切
に
取
り
扱
い
ま
す
。ま
た
、

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、意

見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
考
え

方
を
取
り
ま
と
め
た
上
、後
日
、市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す

建
設
部
住

宅
都
市
整
備
課（
都
市
整
備
係
）
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行
政
相
談
委
員
は
、国
の
行
政

機
関
や
独
立
行
政
法
人
、特
殊
法

人（
国
立
大
学
・
国
立
病
院
・
郵
便

局
な
ど
）等
の
仕
事
に
関
す
る
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、問

題
解
決
の
手
助
け
を
し
て
い
ま

す
。

●
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
委
嘱

さ
れ
て
い
る
齋
藤
輝て

る

雄お

さ
ん（
迫

町
）、片
岡
鉄て

つ

郎ろ
う

さ
ん（
登
米
町
）、

佐
藤
裕ゆ

う

孝こ
う

さ
ん（
東
和
町
）、佐
藤

正ま
さ

満み
つ

さ
ん（
中
田
町
）、遠
藤
よ
り

子こ

さ
ん（
豊
里
町
）、佐
々
木
孝た

か

夫お

さ
ん（
石
越
町
）、佐
々
木
菊き

く

枝え

さ

ん（
南
方
町
）、山
形
利と

し

文ふ
み

さ
ん（
津

山
町
）の
８
人
に
加
え
て
、今
年
度

か
ら
新
た
に
、林
忠ち

ゅ
う

市い
ち

さ
ん（
米

山
町
）が
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相

談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。定
期
相
談
所
の
開
催
日
時
、

場
所
な
ど
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、各
総
合

支
所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
部
総
務
課
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総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

市
は
、令
和
７
年
度
ま
で
市
が

浄
化
槽
を
設
置
し
、使
用
者
か
ら

の
使
用
料
に
よ
っ
て
維
持
管
理
す

る「
市
設
置
型
」で
整
備
し
て
き
ま

し
た
が
、令
和
８
年
度
か
ら
は
、個

人
で
浄
化
槽
を
設
置
・
管
理
し
、市

が
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

「
個
人
設
置
型
」へ
と
整
備
手
法
を

変
更
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
に
市

が
設
置
・
管
理
し
て
き
た
浄
化
槽

（
合
併
前
に
設
置
し
た
も
の
を
含

む
）や
、市
が
個
人
か
ら
寄
付
を
受

け
て
維
持
管
理
を
し
て
き
た
浄
化

槽
の
う
ち
、設
置
後
10
年
を
経
過

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、令
和
９

年
４
月
１
日
以
降
、住
宅
使
用
者

な
ど
へ
順
次
譲
与（
無
償
譲
渡
）す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

譲
与
後
の
浄
化
槽
は
個
人
管
理

と
な
る
た
め
、保
守
点
検
や
清
掃
、

水
質
検
査
は
個
人
で
専
門
の
業
者

へ
依
頼
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
者
に
は
、順
次
通
知
を
送

付
し
ま
す
。手
続
き
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

上
下
水
道
部
下
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道
施
設
課（
浄
化
槽
管
理
係
）
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■

平
成
25
年
生
活
扶
助
基
準
改
定

を
違
法
と
す
る
訴
訟
へ
の
最
高
裁

判
所
判
決
等
を
受
け
、対
象
と
な

る
世
帯
の
人
へ
保
護
費
を
追
加
給

付
し
ま
す
。次

の
い
ず
れ
か
の
条
件

を
満
た
す
世
帯
▼
平
成
25
年
８
月

か
ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
の
間
に

生
活
保
護
を
受
給
し
た
こ
と
が
あ

る
全
て
の
世
帯
▼
平
成
30
年
10
月

か
ら
令
和
８
年
３
月
ま
で
の
間
に

生
活
保
護
を
受
給
し
た
こ
と
が
あ

る
世
帯
の
う
ち
、一
定
期
間
入
院
・

入
所
し
て
い
た
人
を
含
む
世
帯
、

各
種
加
算（
一
部
除
く
）が
算
定
さ

れ
た
世
帯
、毎
年
12
月
に
支
給
さ

れ
る
期
末
一
時
扶
助
費
が
算
定
さ

れ
た
世
帯

※
現
在
、保
護
を
受
給
し
て
い
な

い
世
帯
で
も
、条
件
に
当
て
は
ま

る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す➊現

在
、

保
護
を
受
給
し
て
い
る
世
帯
＝
手

続
き
は
不
要
で
す
➋
過
去（
対
象

と
な
る
期
間
）に
生
活
保
護
を
受

給
し
て
い
た
世
帯
＝
当
時
の
世
帯

主
か
ら
の
申
し
出
が
必
要
で
す

➋▼申
出
書（
様
式
は
福
祉
事
務
所

生
活
福
祉
課
、各
総
合
支
所
市
民
課

窓
口
に
備
え
付
け
。市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）▼
保
護
を
受
給
し
て
い
た
全
世

帯
員
の
戸
籍
謄
本（
全
部
事
項
証

明
書
）▼
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
等
）

▼
振
り
込
み
を
希
望
す
る
本
人
名

義
の
預
貯
金
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
▼
各
種
加
算

を
受
け
て
い
た
場
合
は
、そ
の
こ
と

を
確
認
で
き
る
書
類（
障
害
者
手

帳
等
や
当
時
の
保
護
決
定
通
知
）

福
祉
事
務
所
生
活
福

祉
課（
生
活
保
護
係
）ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
課７

月
中
を
目
途
に
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

す
る
か
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た
保
護

費
の
追
加
給
付
相
談
セ
ン
タ
ー
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０
１
２
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▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
生

活
保
護
係
）
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児童たちは、登米総合産業高生徒から土の入れ方や植える間隔
などをクイズ形式で教えてもらい、丁寧に花の苗を植えました。

　「人権の花運動」（登米人権擁護委員協議会、市共催）
が６月５から19日まで、石越、佐沼、東郷、米山、南方小
学校とけやき教室さくらの木で実施されました。
　この運動は、花を慈しみ育てる活動を通して「思いや
りの心」と「命の大切さ」を学ぶことを目的に開催。石越
小学校では６月５日、６年生28人が登米総合産業高農
業科生徒の指導を受けながら、マリーゴールドとベゴ
ニアなど約100本の苗を植えました。金頼

らい

輝
き

さん＝石越
小６年＝は「いろいろな人が関わってくれて、楽しく植
えることができました。これからみんなで水をあげて
大切に育てていきたいです」と目を輝かせていました。

耳で聴き、目で見て、心で感じるコンサートに、大人も子どもも
笑顔で楽しいひとときを過ごしました。

　読み聞かせコンサート「えほんとおんがくの世界へ
行こう！」（読み聞かせサークルおおきな木主催）が６
月28日、道の駅津山もくもくランドで開かれ、約110人
が訪れました。
　コンサートは、読み聞かせサークルおおきな木の結
成５周年を記念して開催。ゲストに「音楽企画ムジカノ
ヴァ」を迎え、ピアノと打楽器の伴奏に乗せて絵本の読
み聞かせや楽しいパネルシアターなどが披露されまし
た。家族で訪れた須藤真

ま

優
ゆ

さん＝南方町北本郷＝は「絵
本と音楽が一体となって楽しかったです。子どももピ
ョンピョン跳ねて大喜びでした」と話していました。

同公園では「佐沼地区フィールド体育祭」も開催。幅広い世代の
人々が行き交い、会話や掘り出し物との出会いを楽しみました。

　「佐沼コラボフリーマーケット」（佐沼中央商店会主
催）が６月７日、エスファクトリー中江中央公園で開催
され、多くの来場者でにぎわいました。
　会場には、市内外から集まった約80の物販・飲食ブー
スが出店。ステージでは佐沼中学校吹奏楽部による演
奏や、よさこい演舞などが披露され、来場者は地域の恒
例イベントを満喫しました。出店した日野せい子

こ

さん
＝中田町駒牽＝は「子ども向けの雑貨や、自宅で採れた
野菜を販売しました。子どもたちが自分で商品を選ん
で買い物を楽しむ姿を見ることができて、出店してよ
かったです」とにこやかに話していました。

参加者からは、「こんな学校が欲しかった」「それぞれの子どもに
合った学び場の必要性を実感した」などの感想が聞かれました。

　「『夢みる小学校-完結編-』無料上映会」（とめのこど
もを想う会主催）が６月21日、東郷公民館で開かれ、計
２回の上映に親子連れや教育関係者、子ども支援団体
の関係者など約90人が参加しました。
　上映会は、探究学習の先駆けとなった認可校「きのく
に子どもの村学園」を描いた映画を通して、子どもの学
習支援や学校教育のあり方などを考えるために開催。
上映後にはパネルディスカッションも実施され、参加
者は「全ての子どもの個性が尊重され、生き生きと学ぶ
ことができる場」の実現に向けて、自分たちにできる支
援や関わり方について理解を深めました。

森舞台では登米謡曲会の指導で能の所作を体験。本市の歴史や
芸術文化のほか、日本の生活様式や食文化を満喫しました。

　本市の姉妹都市である、米国テキサス州サウスレイ
ク市からの青少年訪問団８人が５月26日から６月１日
までの７日間、本市を訪れてホストファミリーの自宅
に宿泊しながら市民と交流しました。
　訪問団は、登米町で茶道体験や明治村を見学したほ
か、津山中学校と登米総合産業高校、佐沼高校を訪問。
茶道体験や授業への参加などを通じて親睦と絆を深め
ました。訪問団代表のマディソン・マーティンさんは
「登米市の歴史や文化に触れ、貴重な経験ができまし
た。皆さんに優しく歓迎してもらったのでうれしかっ
たです」と笑顔を浮かべながら話していました。

合宿には県内出身者で唯一の幕内力士である時
と き は や て

疾風関も参加。
本番さながらの気迫に満ちた稽古で技を磨きました。

　大相撲の時津風部屋の合宿が６月５から７日まで市
内で開催され、稽古会場となった道の駅米山登米相撲
場には、力士たちが稽古に励む姿を一目見ようと、相撲
ファンが見学に訪れました。
　本市での合宿は、同部屋に所属している幕下呼出の
護
まもる

（本名 長江護さん）が米山町出身であることなどが
きっかけで開催。見る者を圧倒する迫力ある稽古に、来
場者は息をのんで見守りました。７日には、子どもたち
が出場する第５回時津風相撲大会が開催され、過去最
多となる約130人が出場。観客の大きな声援に包まれる
中、白熱した取組が繰り広げられました。
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毎日笑顔で活発なりつ
くん。お姉ちゃんと仲
良く元気に育ってね。

生まれてきてくれて、
本当にありがとう。い
ろんな事を経験して伸
び伸び成長してね！

恐竜と野球が大好きな
元気いっぱい次男坊！

いつもニコニコのえな
ちゃん。これからも笑
顔で元気に大きく育っ
てね！

　尺八演奏家の佐藤圭
け い

将
す け

（芸名：將
しょう

山
ざ ん

）です。尺八は竹に穴
を5つ開けただけのシンプルな楽器です。
　父が尺八、母は箏・三絃、姉も箏と家族全員演奏家とい
うこともあり、小中高と野球一筋で白球を追いかけた僕
ですが、大学からは邦楽の道へと進み、東京藝

げ い

術
じゅつ

大学邦楽
科卒業、同大学大学院修士課程を修了しました。その後、
尺八演奏家として活動を始め、テレビ出演をはじめ、演歌
公演、海外公演、歌舞伎音楽、フラメンコなど他ジャンル
と共演するなど、日本各地を飛び回って演奏活動をして
います。普段は東京都と宮城県を行き来しており、地元登
米市では、両親主宰「皖

か ん

山
ざ ん

会
か い

・一
い ち

音
お ん

舎
し ゃ

」で、学校での公演や
親子教室など日本音楽に直接触れる機会をつくり、伝統
文化を次世代の子どもたちにつないでいけるよう頑張っ
ています。高尚…敷居が高い…難しい…？そんなことは
ありません！会員の皆さんは、男女、年代問わず、楽しん
でいます。興味がある人は演奏会も開催しているので、ぜ
ひ来てください。

ビビッときたんだよ。あれから55年、よく
この俺について来てくれたよな。

優しい人だと思ったよ。でも最近は少
し気が短くなったかな。

結婚記念日の３泊４日の旅行かな。特に石
川県の能登が良かったね。２人とも城や神社、
歴史が好きで３回も行ったんだよ。

何でも話すことだね。
はっきりと包み隠さず言うことと、一緒に

笑うことだね。
★

２人で大好きなパークゴルフをやること
かな。元気なうちに、車中泊をしながら北海道
にパークゴルフ旅行したいねって話してるよ。

孫たちの成長が楽しみなの。いつまで
も健康で、２人でパークゴルフしたいね。

　私の夢は、お医者さんになることです。私は、
これまで何度か入院してお医者さんや看護師さ
んにお世話になりました。小さい頃から熱が出
ると体調が悪化することが多く、そのたびに病
院に行きました。お医者さんは、私の体調を調べ
てくれたり、励ましてくれたり、分かりやすく説
明してくれたりします。その時の優しさや声が
けで私や家族が安心できました。
　今は、毎日元気に学校生活を送っています。友
達や先生と遊んだり、勉強したり、ワクワクする
ことばかりで、学校がとても楽しいです。家族も
そんな私を応援してくれています。でも、高熱が
出るかもしれないことを心配しているので、早
く熱に負けない体になりたいです。私のような
病気の子どもや、その家族を支えたいので、小児
科のお医者さんを目指したいです。
　お医者さんになるための勉強はとても大変だ
と思いますが、努力することを忘れないで夢に
向かって頑張りたいです。
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ス
ト
レ
ッ
チ

８
月
19
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分（
要
予
約
）

米
谷
公
民
館

米
谷

こ
ど
も
園

☎
０
２
２
０（
４
２
）２
１
０
１

●

妊
娠
・
出
産
の
経
過
、妊
娠

中
の
過
ご
し
方
、お
産
の
し
く
み
、

呼
吸
法
、マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
な
ど

８
月
31
日（
月
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

中
田
児
童
館

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
母
子
保

健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

●

８
月
18
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
母
子
保

健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

身
体
機
能
の
低
下
を
早
期
に
発

見
し
、二
次
障
が
い
の
予
防
、生
活

機
能
の
維
持
・
改
善
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

市
は
、高
血
圧
予
防
の
取
り
組

み
と
し
て「
尿
ナ
ト
カ
リ
比
」を
活

用
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
尿
中
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム
の
割
合

を
示
す
も
の
で
、食
事
で
取
っ
て

い
る
塩
分（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）と
野
菜

な
ど
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
の
バ

ラ
ン
ス
を
知
る
こ
と
に
役
立
ち
ま

す
。ナ
ト
リ
ウ
ム
は
血
圧
を
上
げ
、

カ
リ
ウ
ム
は
血
圧
を
下
げ
る
作
用

が
あ
り
ま
す
。高
血
圧
の
予
防
や

健
康
維
持
の
た
め
に
は
、塩
分
を

控
え
な
が
ら
野
菜
な
ど
を
積
極
的

に
摂
取
し
、尿
ナ
ト
カ
リ
比
を
下

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

野
菜
は
１
日
３
５
０
㌘
以
上
摂

取
す
る
こ
と
が
目
標（
15
歳
以
上
）

と
さ
れ
て
い
ま
す
。料
理
に
す
る

と
５
皿
程
度
に
な
る
た
め
、毎
食

１
〜
２
品
程
度
食
べ
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。野
菜
以
外
に
は
、

き
の
こ
類
、海
そ
う
類
、果
物
類
、

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊋
（祝） ☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉

☎

◉

☎

◉

☎

☎

登
米
市
民
病
院
多
目
的

ホ
ー
ル

無
料

各
日
30
人（
要
事
前
予
約
）

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
を
使
用

し
て
い
る
人
は
測
定
で
き
ま
せ
ん

登
米

市
民
病
院
栄
養
管
理
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

診
療
体
制
の
変
更
に
よ
り
、米

谷
病
院
の
小
児
科
外
来
は
、８
月

か
ら
毎
週
火
曜
日
を
休
診
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

米
谷
病
院

☎
０
２
２
０（
４
２
）２
０
０
７

●

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
、タ
ッ
チ
ケ
ア
＆
マ
マ

☎

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
７
８
０

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

筋
肉
量
や
体
脂
肪
率
、体
の
む

く
み
な
ど
を
測
定
し
ま
す
。管
理
栄

養
士・理
学
療
法
士
に
よ
る
ミ
ニ
ア

ド
バ
イ
ス
も
実
施
予
定
で
す
。

８
月
５
日（
水
）〜
７
日

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

在
宅
で
生
活
す
る
、身
体

障
害
者
手
帳（
肢
体
不
自
由
）を
持

つ
18
歳
以
上
の
人

問
診
、計
測（
筋
力
・

関
節
の
動
き
・
移
動
機
能
等
）、医

療
相
談
、生
活
面
の
ア
ド
バ
イ
ス

無
料

▼
８
月
26
日（
水
）

＝
気
仙
沼
保
健
福
祉
事
務
所
▼
10

月
14
日（
水
）＝
大
崎
合
同
庁
舎

※
時
間
帯
は
相
談
の
上
、個
別
に

調
整
し
ま
す
。詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

宮
城

県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２（
７
８
４
）３
５
９
２

養
育
費
や
親
権
等
の
課
題
解
決

の
た
め
、弁
護
士
に
よ
る
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
18
日（
火
）午
後
１
時

〜
２
時

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

実
施
日
の
前
日
ま
で

石
巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子・障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

※
そ
の
他
、保
健
所
が
実
施
す
る

相
談
会
な
ど
の
開
催
予
定
に
つ
い

て
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

芋
類
、豆
類
、乳
製
品
な
ど
に
も
カ

リ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、間
食
と
し
て
取
り
入
れ
る

こ
と
も
効
果
的
で
す
。

※
主
食
、主
菜
、副
菜
を
揃
え
、さ

ま
ざ
ま
な
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

食
べ
ま
し
ょ
う

※
腎
機
能
低
下
な
ど
で
カ
リ
ウ
ム

摂
取
を
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
は

医
師
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

８
月
27
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

津
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
集
会
室

20
人（
先
着
順
）

８
月
25
日（
火
）

津
山
・
豊
里
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

㊋

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎
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明
治
時
代
か
ら
の
津
山
町
の
町

並
み
や
建
物
、行
事
や
風
景
な
ど

の
写
真
展
の
ほ
か
、津
山
町
在
住

の
画
家
・
彫
刻
家
・
写
真
家
・
書
家

に
よ
る
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
14
日（
金
）〜
16
日

（
日
）／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

道
の
駅
津
山
も
く
も
く
ラ

ン
ド

津
山
公
民
館

☎
０
２
２
５（
６
９
）２
２
３
４

被
爆
体
験
者
と
高
校
生
と
の
共

同
制
作
に
よ
る
、原
爆
の
絵
と
写

真
を
展
示
し
ま
す
。

▼
８
月
18
日（
火
）午
前
10

時
〜
午
後
５
時
▼
８
月
19
日（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

㊎
㊏

㊏
㊍ ㊍
㊎ ㊌

㊎
㊏

㊏
㊍ ㊍
㊏ ㊍

㊋ ㊌ ㊐
㊏ ㊐

㊌

☎

▶

▶

▶

☎
☎

➊

➋

➌

☎

楽
し
く
学
ぶ
講
座
で
す
。ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

８
月
25
日（
火
）、
28
日

（
金
）、９
月
１
日（
火
）、
４
日

（
金
）、８
日（
火
）／
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分

※
都
合
が
付
く
回
の
み
の
参
加
で

も
構
い
ま
せ
ん

市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
シ

ア
タ
ー
ル
ー
ム

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
人

市
手
話
通
訳
相
談
員
・
ゲ

ス
ト
講
師（
聴
覚
障
が
い
者
）

20
人
程
度（
先
着
順
）

無
料８

月
14
日（
金
）

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ（
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
）

福
祉

事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
が
い
福

祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

●

心
肺
蘇
生
法（
成
人
、小

児
、乳
児
）、Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
、止

血
法
、外
傷
の
手
当
て
、搬
送
方
法

８
月
23
日（
日
）午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
30
分

20
人（
先
着
順
）

※
中
学
生
以
上
の
人
が
対
象
で
す

無
料８

月
３
日（
月
）〜
16

日（
日
）

電
話
申
し
込
み

●

応
急
手
当
の
基
礎
知
識
、

救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
の
基
礎

実
技
指
導
技
法
な
ど

９
月
９
日（
水
）〜
11
日

（
金
）／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
30
分

20
人（
先
着
順
）

※
18
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す

テ
キ
ス
ト
代
６
４
０
０

円（
参
加
費
は
無
料
）

８
月
３
日（
月
）〜
28

多
彩
な
催
し
と
多
く
の
露
店

が
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。フ
ィ

ナ
ー
レ
に
は
花
火
大
会
を
開
催

し
、夏
の
夜
空
を
華
や
か
に
彩
り

ま
す
。

７
月
26
日（
日
）午
前
11
時

30
分
〜
午
後
８
時

※
荒
天
の
場
合
は
花
火
打
ち
上
げ

の
み
８
月
２
日（
日
）に
延
期

催
事
＝
エ
ス
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
東
北
中
江
公
園
／
花
火
打
上

＝
迫
川
河
畔

※
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
と
会
場
を

結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
予
定

同
実
行
委
員
会

（
登
米
中
央
商
工
会
内
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

「
迫
に
ぎ
わ
い
絵
画
教
室
」の
先

生
・
生
徒
に
よ
る
力
作
の
数
々
を

展
示
し
ま
す
。

７
月
25
日（
土
）〜
８
月
27

日（
木
）／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分

髙
倉
勝
子
美
術
館

一
般
２
０
０
円
、高
校
生

１
５
０
円
、小
・
中
学
生
１
０
０
円

髙
倉
勝
子
美
術
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

市
役
所
迫
庁
舎
ロ
ビ
ー

新
日
本
婦
人
の
会

登
米
支
部（
及
川
）

☎
０
９
０（
７
６
６
６
）５
０
２
１

楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
ほ

か
、子
ど
も
・
縁
日
コ
ー
ナ
ー
、飲

食
ブ
ー
ス
な
ど
が
並
び
ま
す
。

８
月
29
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時

石
越
小
学
校

同
実
行
委
員
会

☎
０
８
０（
３
１
４
３
）１
５
０
０

手
話
と
聴
覚
障
が
い
に
つ
い
て

日（
金
）

電
話
な
ど
で
受
講
枠

を
予
約
の
上
、申
請
書（
消
防
署
、

各
出
張
所
備
え
付
け
の
ほ
か
、市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
必
要
事

項
を
記
載
し
、提
出
く
だ
さ
い

◉

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階

大
会
議
室

消
防

署（
救
急
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９
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住
宅
、定
住
促
進
住
宅
）、学
校
給

食
費
、保
育
料（
保
育
所
、認
定
こ

ど
も
園
）、保
育
所
給
食
費
、放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
、預
か
り

保
育
料
、し
尿
処
理
手
数
料
、奨
学

金
返
還
金

※
奨
学
金
返
還
金
は
、ｄ
払
い
、ａ

ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
が
利
用
で
き
ま
す

Ｐ
ａ
ｙ 

Ｐ
ａ
ｙ
、ｄ
払
い
、ａ
ｕ

Ｐ
Ａ
Ｙ
、楽
天
ペ
イ
、フ
ァ
ミ
ペ
イ

納
付
書
に
印
字
さ

れ
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、利
用
す
る
ア
プ
リ
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い

※ｅ
Ｌ
―
Ｑ
Ｒ（
地
方
税
統
一
二
次

元
コ
ー
ド
）に
よ
る
市
税
の
納
付

に
つ
い
て
は
、総
務
部
税
務
課（
納

税
係
）に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
支
払
い
全
般

会
計
課（
出
納
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
５

▼
市
税
の
納
付

総
務
部
税
務
課（
納
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　

８
月
13
日（
木
）と
14
日（
金
）の

両
日
、市
民
バ
ス
は
休
日
ダ
イ
ヤ

で
運
行
し
ま
す
。通
常
ダ
イ
ヤ
と

異
な
り
ま
す
の
で
、利
用
の
際
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
地
域
交
通
・
交
流

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

土
地
・
建
物（
仙
台
市
青

葉
区
堤
町
１
丁
目
２
０
４
番
７
）▼

土
地
貸
付
／
宅
地
／
７
９
０・
91

平
方
㍍
／
借
地
期
間
50
年
／
最
低

貸
付
価
格（
年
額
）７
８
１
万
４
千

円
▼
建
物
売
却
／
Ｒ
Ｃ
造
２

階
４
４
１・
31
平
方
㍍
／
木
造

24
・
84
平
方
㍍
／
最
低
売
却
価
格

４
７
７
万
１
千
円（
税
抜
）

８
月
21
日（
金
）

土
地
・
建
物（
米
山
町
字

善
王
寺
石
神
16
番
７
の一
部
）▼
土

地
／
宅
地
／
１
１
６
０・
88
平
方
㍍

／
借
地
期
間
５
年
▼
建
物
／
木
造

３
１
９・
60
平
方
㍍
／
倉
庫
15
・
00

平
方
㍍
／
最
低
貸
付
価
格（
年
額
）

22
万
６
千
円

７
月
17
日（
金
）〜
８

月
７
日（
金
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い総

務

部
総
務
課（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

８
年
を
経
過
し
た
人

７
月
27
日（
月
）〜
８

月
17
日（
月
）ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
み

10
月
４
日（
日
）

仙
台
国
税
局
人
事

第
二
課（
試
験
研
修
係
）

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

　
「
Ｊ
―
ｃ
ｏ
ｉ
ｎ 

Ｐ
ａ
ｙ
」の

サ
ー
ビ
ス
変
更
に
伴
い
、バ
ー

コ
ー
ド
の
読
み
取
り
に
よ
る
Ｊ
―

ｃ
ｏ
ｉ
ｎ
請
求
書
払
い
は
８
月
31

日（
月
）を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

市
税（
個
人
市
県

民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車

税
、水
利
地
益
税
、国
民
健
康
保
険

税
）、介
護
保
険
料
、後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、住
宅
使
用
料（
市
営

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

▶
▶
▶
　▶

▶
▶
▶
▶

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
約
１
万
３
２
０
０
円
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

８
月
７
日（
金
）

８
月
21
日（
金
）

県
登
米
合
同
庁
舎

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

花
づ
く
り
や
緑
の

育
成
を
通
じ
て
、地
域
づ
く
り
や

人
々
と
交
流
す
る
町
内
会（
自
治

会
）、子
ど
も
会
、老
人
ク
ラ
ブ
、災

害
公
営
住
宅
等
の
自
治
組
織
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

９
月
11
日（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、花
づ
く
り
や
緑
の
育

成
が
分
か
る
カ
ラ
ー
写
真
を
10
枚

程
度
提
出第

60
回
県
民
の
つ
ど
い

（
11
月
16
日
ホ
テ
ル
白
萩
で
開
催
）

に
お
い
て
賞
状
と
記
念
品
を
授
与

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
小
中
学
生
の
部
＝
➊
８

月
１
日（
土
）、２
日（
日
）
➋
８
月

３
日（
月
）、４
日（
火
）▼
➌
一
般

の
部
＝
９
月
８
日（
火
）、９
日

（
水
）／
➊
➋
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
、➌
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
２
階
第

１
研
修
室

▼
小
中
学
生
の
部
＝
市

内
小
中
学
生（
保
護
者
の
同
伴
も

可
）▼
一
般
の
部
＝
市
内
在
住
の
人

各
回
10
人（
先
着
順
）

無
料各

受
講
日
の
前
日

電
話
申
し
込
み

視
聴

覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

簿
記
会
計
知
識
の
習

得
と
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
基
礎

的
な
事
務
処
理
技
能
の
習
得

再
就
職
を
希
望
す
る
離

転
職
者

15
人

９
月
１
日（
火
）〜
11

月
30
日（
月
）

】J
M
T
C
佐
沼
教
室（
迫

町
佐
沼
字
中
江
１
丁
目
9
―
1
）

県
環
境
生
活
部
共

同
参
画
社
会
推
進
課（
す
ば
ら
し

い
み
や
ぎ
を
創
る
協
議
会
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
５
７
６

　

東
北
新
生
園
の
入
所
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
看
護
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

看
護
助
手（
非
常
勤

の
国
家
公
務
員
）

随
時

※
就
業
時
間
や
給
与
な
ど
、詳
細

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

国
立

療
養
所
東
北
新
生
園

☎
０
２
２
８（
３
８
）２
１
２
１

　

国
税
庁
経
験
者
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。あ
な
た
も「
税
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」に
な
り
ま
せ
ん
か
。

令
和
８
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、大
学
等（
短
期
大
学
を

除
く
）を
卒
業
し
た
日
ま
た
は
大

学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
日
の
う

ち
、最
も
古
い
日
か
ら
起
算
し
て

0220-23-8688下田中53番地8

㊐

◉

☎

㊋

◉

◉
☎

㊏

◉

☎

㊋ ◉

☎

㊍

◉

☎

㊐

◉

☎

㊐
◉

☎
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ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
５
月
受
納
）

●
登
米
市
在
京
町
人
会
連
絡
協
議

会
様
／
樹
木
９
本
、銘
板（
支
柱

付
）９
枚

●
宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
登
米
本

吉
支
部
様
／
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー

ル
２
セ
ッ
ト

●
市
内
在
住
個
人（
匿
名
）様
／
雑

巾
１
７
０
枚

●
有
限
会
社
小
野
寺
運
送
様
／
川

砂
64
㌧

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

（令和８年６月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ８ Ｒ７ 増減数

人身事故
発生件数 32件 23件 9件

死者数 0人 0人 0人

負傷者数 46人 29人 17人

物損事故
発生件数 694件 623件 71件

※Ｒ８年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

（令和８年６月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,793 9,068 9,471 18,539 （1）

登米 1,729 1,974 2,138 4,112 （▲6）

東和 2,133 2,487 2,522 5,009 （▲3）

中田 5,324 7,043 7,223 14,266 （▲22）

豊里 2,152 2,840 2,893 5,733 （3）

米山 2,752 3,820 3,882 7,702 （▲5）

石越 1,450 1,992 1,985 3,977 （▲3）

南方 2,729 3,702 3,870 7,572 （▲10）

津山 1,077 1,251 1,391 2,642 （▲4）

合計 27,139 34,177 35,375 69,552 （▲49）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

定
期
便
」の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

▽
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
確
定
申
告

に
使
え
る「
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
」、「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

の
電
子
送
付
希
望
の
登
録

※「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
確
認

し
た
年
金
額
は
、税
務
署
や
市

町
村
で
の
確
定
申
告
に
利
用
で

き
ま
す

※
詳
細
は
日
本
年
金
機
構
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
専
用
番
号

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
番

号
か
ら
か
け
る
場
合

☎
０
３（
６
７
０
０
）１
１
４
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」は
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
自
分

の
年
金
情
報
を
手
軽
に
確
認
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人

は
、「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」と「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
連
携
す
る

こ
と
で
、さ
ら
に
便
利
に
利
用

で
き
ま
す
。

▼
年
金
記
録
の
確

認
▼
将
来
の
年
金
見
込
み
額
の

確
認
▼「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」や

各
種
通
知
書
の
確
認
▼
国
民
年

金
保
険
料
の
口
座
振
替
の
申
出

▽「
ね
ん
き
ん

個
人（
自
営
業
を
含
む
）か
ら
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

無
料月

〜
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）午
前
９
時
〜

正
午
、午
後
１
時
〜
５
時

東
北
財
務
局
多
重

債
務
者
相
談
窓
口

　

東
北
財
務
局
で
は
、借
金
を
抱

え
て
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
７
０
３

➊
８
月
12
日（
水
）➋
25
日

（
火
）／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

➊
石
越
公
民
館
➋
津
山
公

民
館

無
料

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

８
月
28
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

無
料

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い障

害
者

就
業・生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

　

生
活
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
、

家
庭
の
問
題
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、困
り
ご
と
を
相
談
く
だ
さ
い
。

８
月
６
日（
木
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分▼

中
田
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
▼
米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
▼
津
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

無
料

登
米
市
社
会
福
祉

８
月
４
日（
火
）〜
９

月
４
日（
金
）▼

基
礎
研
修
➊
講
義

＝
10
月
２
日（
金
）➋
実
習
＝
10
月

17
日（
土
）▼
登
録
前
研
修
➌
講
義

＝
10
月
30
日（
金
）、31
日（
土
）
➍

実
習
＝
11
月
中
の
連
続
し
た
２
日

間

▼
講
義
➊
➌
＝
仙
台
市

旭
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
、仙
台
市

太
白
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
▼
実
習

➋
➍
＝
県
内
の
児
童
養
護
施
設
・

乳
児
院

県
東
部
児
童
相
談
所

☎
０
２
２
５（
９
５
）１
１
２
１

み
や
ぎ

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
け
や
き

☎
０
２
２（
７
１
８
）１
０
３
１

９
月
５
日（
土
）▼
午
前
の

部=
午
前
９
時
〜
11
時
30
分
▼
午

後
の
部
＝
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

気
仙
沼
高
等
技
術
専
門
校

▼
学
校
の
全
体
説
明
▼
校

内
見
学
ツ
ア
ー
▼
各
科
の
説
明
お

よ
び
訓
練
体
験
ほ
か

訓
練
体
験
を
希
望
す
る
場

合
は
、動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
大

丈
夫
な
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

気
仙

沼
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
２
２
６（
２
２
）７
０
６
８

　

耕
作
せ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る

遊
休
農
地
は
、病
害
虫
や
有
害
鳥

獣
の
発
生
原
因
に
な
る
な
ど
、周

辺
の
営
農
や
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
の
利
用
状
況
の
把
握
、遊

休
農
地
や
違
反
転
用
の
発
生
防

止
・
解
消
な
ど
を
目
的
に
、市
内
全

域
で
農
地
利
用
状
況
調
査（
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
）を
実
施
し
ま
す
。調

査
の
際
は
、身
分
証
明
書
を
携
帯

し
た
調
査
員
が
農
地
に
立
ち
入

り
、状
況
写
真
を
撮
影
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
上
旬
〜
９
月
中
旬

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
、農
地
利
用
状
況
調
査
員

農
業
委
員
会
事
務

局（
農
地
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

人
々
を
追
悼
し
、恒
久
的
な
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、戦
没
者
追
悼

式
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
21
日（
金
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

大
ホ
ー
ル

▼
登
米
市
遺
族
会
加

入
者
＝
住
ま
い
の
町
域
の
遺
族
会

事
務
局
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
▼

一
般
参
加
者
＝
８
月
５
日（
水
）ま

で
、生
活
福
祉
課
に
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
福
祉
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
家
庭

で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
自

分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、温
か
い

愛
情
と
正
し
い
理
解
を
も
っ
て
育

て
る「
里
親
」が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
の
里
親
に
な
る
こ
と
を

希
望
す
る
人
の
た
め
の
里
親
登
録

研
修
を
開
催
し
ま
す
。

開
発
健け

ん

次じ

（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料（
要
電
話
予
約
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

障
が
い
者
が
自
立
し
た
日
常
生

活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、職
業
生
活
上
の
問
題

や
悩
み
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

8
月
25
日（
火
）、午
前
９

時
30
分
、午
前
11
時
、午
後
１
時
30

分
、午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

協
議
会

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
３
１
０

県
内
の
法
人・個
人
事
業
者

➊
８
月
17
日（
月
）➋
18

日（
火
）➌
20
日（
木
）

➊
➋
宮
城
県
庁
➌
宮
城
県

自
治
会
館

※
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
も
可
能

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分（
午
後
１
時
か
ら
受
付
）

各
会
場
２
〜
４
人

（
先
着
順
）

開
催
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
電
話
予
約

県
原

子
力
安
全
対
策
課

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
３
４
０



（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://plus.sugumail.com/usr/tome/home

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam

編

集

後

記

▼
各
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
中
総
体
。ひ
た
む
き
に

競
技
に
挑
む
姿
や
、会
場
が
一

体
と
な
っ
た
応
援
に
胸
が
熱
く

な
る
取
材
で
し
た
。会
場
で
は
、

校
長
先
生
に
な
っ
て
い
る
恩
師

や
、競
技
審
判
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
同
級
生
、応
援
に
来
て

い
た
知
り
合
い
に
た
く
さ
ん
声

を
か
け
て
も
ら
い
、暑
さ
に
負

け
ず
頑
張
れ
ま
し
た
。（
森
田
）

▼
例
年
よ
り
遅
め
の
梅
雨
入
り

を
迎
え
、本
市
で
も
汗
ば
む
暑

さ
の
日
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

わ
が
家
で
は
、乳
児
の
肌
が
荒

れ
な
い
よ
う
、暑
さ
対
策
や
ス

キ
ン
ケ
ア
に
気
を
配
る
日
々
。

梅
雨
の
じ
め
じ
め
に
負
け
ず
、

子
ど
も
の
肌
も
親
の
気
分
も

「
さ
ら
っ
と
」過
ご
せ
る
夏
に
し

た
い
も
の
で
す
。（
添
田
）

▼
世
界
中
で
盛
り
上
が
っ
て
い

る
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
。日
本
対
ブ
ラ
ジ
ル
戦
で
は
、

延
長
戦
突
入
間
際
の
敗
北
に
涙

し
た
人
も
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
興
奮
か
ら
冷
め
て
現
実
に

戻
っ
た
私
に
待
っ
て
い
た
の

は
、ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム

も
延
長
戦
も
許
さ
れ
な
い
広
報

の
締
め
切
り
で
し
た
。（
高
橋
）

　「♪まだまだやるぞ まだまだやるぞ 人生100
年これからだ これからだ」。軽快なリズムに合わ
せて、演者全員が笑顔で歌い踊り、観客も自然と体
を揺らす――。公演のフィナーレを飾るお決まり
の楽曲「人生100年これからだ」が流れる中、会場
は温かな一体感に包まれる。
　迫文化協会「こらぼ座」は、同協会に所属する文
化芸術団体の有志が集まり、「地域の高齢者に芸術
や音楽を届けたい」との思いから立ち上げたのが
始まりで、平成30年に結成された。現在は、舞踊や
民俗芸能、フラダンス、カラオケ教室などの８団体
から、その都度出演可能なメンバーが集まって公
演。社会福祉協議会のボランティアにも登録し、市
内の高齢者施設などから依頼を受け、誰もが楽し

めるステージを届けている。
　「見てくださった人たちの笑顔や拍手、そして何
より、アンコールの声をいただけた時が一番やり
がいを感じますね」と、座長の佐藤さんは顔をほこ
ろばせ語る。「こらぼ座」ならではの多彩な演目は
毎回大好評で、公演後には「元気をもらった」「また
来てほしい」といった声も寄せられ、次の舞台への
励みになっている。
　「『こらぼ座』のおかげで団体同士の絆も深まり、
私自身にとっても、活動が明日への活力になって
います」。副座長の三浦さんは優しい笑みを浮かべ
て話す。文化芸術が結んだ縁が、人から人へとつな
がり、そこから生まれる笑顔の輪は、これからも地
域の中で広がっていく。

☎☎


